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国内学会発表 1 齋藤 拓海, ⾼辻 諒, 井上 萌⼦, 萩原 通友, ⻄岡 雄仁, 村⼭ 豪, 宮下 知⼦, 草⽣ 真規雄, ⼭路 健, ⽥村 直⼈, ⼆重濾過⾎漿交換療法による全⾝性エリテマトーデス患者⾎漿のI型インター
フェロン誘導活性低減効果の検証, 第44回⽇本アフェレシス学会学術⼤会,アイーナいわて県⺠情報交流センター, 2023年10⽉21⽇

国内学会発表 2 村⼭ 豪, 草⽣ 真規雄, ⼭路 健, ⽥村 直⼈. 膠原病に対するアフェレシスの可能性　全⾝性エリテマトーデスにおけるアフェレーシス,第44回⽇本アフェレシス学会学術⼤会,アイーナいわて県⺠情報交流
センター, 2023年10⽉21⽇

開設の⽬的・概要　等

アフェレシス治療とは、⾎液を体外に導出し様々な技術を⽤いて病原物質を除去したのち患者に戻す⾎液浄化技術を⽤いた治療法である。より効果の⾼い病原物質除去を実現し、患者負担のより少な
い治療を⾏うため、装置システムの設定条件の最適化や改良もアフェレシス治療を普及させるための重要な課題である。これらを踏まえ、以下を⽬的とし本講座を開設した。
ａ）アフェレシス治療デバイスの適⽤拡⼤のためのエビデンス確⽴（患者⾎液からの病原物質除去データの確⽴）
ｂ）新たな疾患をターゲットとした病原物質除去技術の開発
ｃ）デバイスの治療効果をより⾼める、あるいは患者の負担を軽減する治療条件を確⽴する。


